
サケのふるさと◎

第3回しべつ革まつり

べ:つ
韻事.北標津小学校6年行田寅代

●第3回しべつ冬まつり　●｢カムイチェップの里｣検討委員会が中間答申書を提出

●荒川博氏文化講演会●相室少年弁論大会

4ひな人形のプレゼント●まちの声･声･声

策三国しべつ革まつりが2月
7 i 8日に開催され､町の冬最

大のイベントとして定JFLつつ

あるようです｡
しかし､行事の内容は子とも

たち対象ガ多く､今後は書物衣
料のバーゲン､管内各市町の物
産｡t=D即売などさまざまなメニュ
ーを盛り込んでにぎやかにして

ゆきたいものです｡

昭和62吾3

鴫,:

月号No241- .
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:堅実欝警ストラクタ_読

荒川博氏　　○
文化講演会

｢努力に勝るものなし｣

日､1.L‖1枚･(峠より概

津El･2=;-公餌において､叩非の-(呪い人叶監幣)　に`本=jT,:法を教えた見川押紙の捕-･=会か例榔されました.)
この日'水場した力は八卜人｡

耗川代の絶妙ij浦恥に笑ったり川いたりで､`嶋附†の沸･.SE州かアソという糊に過きまLLJP
･九川代は;1人を竹光後､細目

オリオンスに人川D　･L　才で別役を降ろされることになつLP｢･.<力小33でフロ即球を榊めてから川日枝､川-配付からい人中の-=迦丁をiEててくれと､心
L心かあった･=7､川-さんか神様

に妃えましたけ　その際､川-さんはヶi=･州は町域はヘタLJか教

えるのは山いC　水シースンまで-にホームラン`卜;本れLJせて欲しい〟と=われ'私は-に刈し､お前は　㍊-を糾える糸山たしへ-フルースのHつホームラン記紬も心えられると､`人で必死の-レーニンクを柿んi)｡剛までパソトスウィングを
.〓ちい丁の蚊かむけ過き'ハノ

トも=てらい丁に包朴を奄き'また以･J.lせたこともあるじ　比の指の肌が裂けたこともある｡-は私の=う小を糸･21に〝ハイ〟といつJ別いてくれたL'=･:しい緋門を米しさに食えた∪　やはり､労力に勝るiのなし｣

熱弁をふる荒川博さん

交通事故死者≠全国-"
汚名返上に

感謝状贈られる

標津町交通安全推進協議会(疋田会長)に対し感吉射状

北標津のこどもたちが花竃プレセント`〓九=､北相川小中ソ柁(八日
目′=帥校に)　ではシクラノン:鉢とサィ不リア･ハ鉢を､相場と靴わ委=〓人JLl届けてくれまLLP

この化は

=-刺.′-　　ハ=　-′　　-　　′1日

.･･_I.LT:I　･Ii::=I･;∵＼=I
･=/叶い〓T:H ULI･.J　-･;

∴...../J山小]ハ‥:A. Jl=･J･日
.:;･=1･..ハ‥-.し1..㌔

この収火に対し､左.jの川休

に感棚状か即ちれましたJt▼北軸心軸心から拭け叫に刈L▼nJf-=釧路人15本伽kから撚汁

叫に刈し

▼北-州心交通>三･州此条目Eelj1)

から舵津:T交=74や川北仙純
I.:.∴JI.I

仙捕輔:;協捕<ム　川北女‖･父川L I J･･'..../l=:+)トT･〓
人1.也へ〓公に刈し

▼中州川榊It,btr;円山'小拙川地力

女瓜.女人･協へJi拙人目公か､r相律郵他局へ　川北仙1:11r公地へ〓
(lrに刈し

二J J･H I-　.I:∵!∵

〓1-　;ICか･;･T/施された
fr.;I_;;　LT'.=!:_4.I/､i.∴.._:

化､ハトカー･火山･LtY乍指･=nt中のレノト止〓)　か乍ノ山行地に.〟透し'スヒートタウンや鉄柵祉帖の抑制につたかノたからです‖

)

S中で了ヒiLJちか川桁込めて仲か,r巾てたものです｡この.;a
.7･tJは､ほかにプリムラ､カル

七オラリアへ　へコ二アの化か糾え･rれており､　日中Sになると人･也は町史の鵜･i｡か始まるそうです｡

カレンな花サイネリア



高桑暁子さん

目し日､北山紬-の日に

根･:S山公比鮒において仙ノや少勺弁八州人人山か例俳されまLiJ.

会場は､川l;人の別布で叩め

つ-され､棚津叫か､;は入会の

聯蛍光は莞

標津から高桑暁子さん(標中2年)と

斉藤美香さん(古多様中2年)が参加

かい`人　(相中　1=川粂悦-′　さん･-;彰触小二ti･門雌犬而さん)のほかに　-九人が参加しました.
j==<州人(ムには'f.;州外山叫か

らI八の弁卜か八Uii｡し､枇津から参加した‖川虫さんは｢LJ州や
-;∵糾他の心胤か(-北淡かで

きれば､うるおいのあるマチに
ijるiLJろう｡={円か拙帖的に返

還fLIT州を捕りーけていこう｣と抑えました0

人､汗雌rJんは　｢は郷の帖

に仰るこ11かでき･L.い人たちの川心いは､伸心像を心えるものかあろうじ　帖.jの=川齢化も進みt i=
･Tか1りち-からねは迎軌は凪化

してL十でつ｣と力漉していましたU

伴　甲子さん　　　　　　　　　　菅原清五郎さん

太平汗レミコ:

ひな人形の

太平洋レミコンジ細胞1合果実沖支部(件膝二

郎支部長)では､ 2114Hに標津町役場をGJJ

れ､｢MnAJの保治所で使って　卜さい｣と､ひな

人形飾り一式を寄附しましたo

このプレゼントは､ ′卜hlIで4L叫Ro　′卜年は

古多糠こぼと保=行凶に脚られ､ J'-どもたちは

人糞･t･.･:'んでいますo

町長に目論をわたす佐藤さん

斉藤美香さん

1,uJ-ミJll ･什HJ lさん川2才)とイ■川LHJ Ill-";

さん(7(汁)か､このほど地域のJk通'/Lt'1ゝ

州進にJltした功緋がF.!u)められ､ 2H ( H

北l'uJ=ま凸')､H ■卜から,lLJilJjiHll,.什iLtかJlM Ll,れま

し六二｡

什さんは､ El(11LH′11f 1 JJからIHll I川女

)由指韓日を稚め. .r')41トにはjAlfr逃条目l仝

感.別状､ 59ffに追加,糾凱別状を′iZ:け､ Ill

/lも交通指導iiとして交辿■utTJ史IUj ll指,港

数fJlに■:y-念していますo

又､ ,lhil111.さんもrrli和1ノ川1 Hから1811

聞交通指鞘･Liを務め､ .r11牛にはj且推進委

il仝感正射状, 574トに迫加平感謝ノ伏を一受け

交辿指導Eiとして交通一糾'丈fUJ lL_指,.q教fJ'

に#念LていますD　　　　　　　　　　　　ー′



d王J検討重責会

答申書を提出
叫1卜日に発止したカムイチ

ェップのけ-傾7;否;会末村ぷん公3)は､合嘩先進地視察
をTEね叫小卜二日`l卜lElに巾mg=小か拙糾されました｡

検山香=日食の=枇後茶巾は.月

末に予定されており､比川後､各税別体･｡;仙人朋･地域代炎によるカムイチェソプの;+推進協議会(-･1人科撃が組織され､M止各朋の意妃交換を通してEh全体の糊解を榊る考えで宅
これをせけ､叫では六十二年

度に端本計拘､北本設計をわい六卜　和也に災施設;'六十g]印度以降相次､施設を設EJlJしてい-考えですo

申my=叫の･<;容は次のとおり

です｡一､カムイチェツプの里の性格

づけ
◎カムイチェノブのEIつ-りは

糾文化の化水､｢~然保碓および染iyS保雌f=･蕊の{=準教ffの域の拙快､観光分野への鶴岡､;文化形成のシンボルなどさまざまな分野への船かりか期待でき､地域.･=竹化へ向けてl人プロジェクトと付抗日けとり進めるへさである.

◎叫は弟桝との‖=心比交根を通し

}

姐化_比に向かう剛民のコンセンサスの形成をはかり､カムイチェップの甲つ-りかまちつ-りのシンボルにまで外坪するほどの町全体への抜かりか必野です｡

◎町民および叫外の来功名にり
えるカムイチェノブの甲の役割は次の点で桝杓することができる｡

･歴史および･E然に刈する棚解･臼秋山と共存LLJt･慮活軸に刈

する;J附

･つ-り符珊する漁文への和解･地場庵=州に対する1床井の釧

山する山=心欲と来訪満の裡解と:;i;iJ･･/

･剛止のまちつ-りに対する誇

りと迎将への発艦

①｢想される課越は多-の来訪

石と相識竹の向上であり､そのためには例鮎rt1間の炎期化終榔イへン-の開催などさまざまな1人が必紫である｡また､道火の観光凶との他姓を求めへ　これに伴なう交.也丁段およびルートの出帆もどを進める必柴かあるo

二､鮭公園に関すること◎別により特色つけた｢雌津川

糾公附構州心｣は､公樹つ-り

の形として左}+であることを碓〟仙したo

◎公㈲轄帖は=:いかな･;然の小で

鮭と人肌とのふれあいか感動的に理解できる域を桜川するとともに東北･Tが愁いの域として範雌に舐れることができるイへント広域､レクリエーシTnン施設へ　柁スポーツの場などの松川か必柴である｡

◎駁車域､連絡泊路､レス-ハ

ウスちとの似･.E施仙川は､必嬰乙施化収の姐化収に辿刺してそれぞれの化爪を･止めてい-へきである｡

三､鮭科学館に関すること◎姐ル収什FLについては瓜∨山を公

仰することか､り｢雌津川恥公岨純朴心｣に小された拙轍灘並施設に隣梢することが判･しまし
◎別科….丁即の機能は教巾､科八L･

Tカムイチエツプの里構想図
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エイズ(AIDS)とは､

後天性免疫不全症(Acqulred

hmune DetユClenCy Syndrome)の

豆鶏文字をとった名称であり､重篤

な免疫不全を主とする柄妄iです｡

(低抗力が無くなりすぐにいろい

ろな病気に感泣しやすく生命の危

機をまねく)

1　発句三状'L5己

日本では奴初のエイズ患者は､

1985年3月に確認され､これまで

に介計26寺;(衣1 )が発/1_していま

すo　そのうち25名tj31斗､ 1名が女

性です｡又､娘近では若い妊婦や

幼児の発生がみられていますo

2.原因

●カムイチェップの里検討委員会委員

会長木村義.さん･副公益和久井卓識さん

3.症状

rカムイ手工tI)プ

中問

)

文化面からとらえ､姓の生態搬出伝承を過去から未来へ向けて稚解できることか必要である｡展示については模型巌
16､映像展示とあわせ､堆さ

L)免の紹介が不可欠である.
◎鮎科学館の内容については鶴

終答小に向けてTaに討議を重ね方向を示すこととする｡そのほか中間答申Fd=には｢宮

城県中新田町あゆの男つ-りL｢新潟県村上ホさけ公槻｣｢川村手股立水産科学館｣｢札幌巾==〟平川鮎科洋館｣を視察した結果や討議のなかで記録すべき怒兄が相戦されています｡

しい者

(イ)モ別生丁百日q:愛着や静脈JT･射1割二

による薬物l監用者

エイズウイルスに感辿してもす　(ウ)エイズ多発岡の住民(T,女と

ぐに症状が現われるわけではあり　　　i))

ませんo感塊者の一部の人が2 -　(1)職裳的売春如

5年の無症状の時期(潜伏期)を　(2)エイズにかからないためにはJ凹

経て発病するのです｡　　　　　　　的接触に際し次のLi忍が必要

(1)全身の症状～発熱･ねあせ･り　　　あるo

ンパ節がはれる･月l臓･岬臓が　　『)多数の相手との性的接触を

はれる･食欲不振.卜榊･体重　　　ける｡

減少など.　　　　　　　　　　　(イ)コント-ムの使川はエイズ
い1- .'.

(2)臓器症状～ EE和見感染(症状か　　　干liJJに有効である0

'iJ,る時もあれば出ない時もある)　(り川工PL】惟交はT,女ともエイズ

で細菌等があらゆる臓若芽に感染　　　感娘の危険が,冒,い｡

する.　　　　　　　　　　　　(3)エイズが疑われた場介にはl自-

ウイルスにより引き起され､血　4.検査　　　　　　　　　　　　　に医療機関で受診するo

液､分泌液(精液､唾液など)杏

介して感染します｡

血液検査で診断される｡　　　　7.エイズ協))L尖療機関-釧根士

5. ㌢後(病後の経過)

牛命に対してのr後は著しく悪

いD　多くは死に至る0

6,エイズの-1般f･防

(1)以卜の人との性的接触によりエ

イズに感染する吋能件が高いの

で注意するo

ズの碇わ

区

(1)釧路労災病院

(2)fTl Ir.釧路総合病P完

(3)釧路赤い字病院

(4)市立根室柄院

☆健康への心配がありましたら巾

でも御相談にI応じます｡



第8回しへつ冬

～晩酌ラリーでは浜端さん優勝～

節　回しへつ冬まつりが　目

し‖･八日の　▲=mt　相川叫仙-合2m=′削仏域で剛促され､虹へLT八もの人でにきわいましたe

公機内外には'心比九人=-…の

人目.像のほかに人小　-　兆のT.像かたちならひ'今回の　｢｣へつ冬まつり公人･;｣には｢あけぼの城｣が､｢しへつ冬まつり火.〓委‥日比mL　には　｢川縁砧をにらむたぬき｣　か淡･止し'しへつ冬まつり･.人.〓奈‥;公t･t雌.i
.〓委日長)　から小川岬州内公に

賞状を受けとる小川曙町会長

い土Lん

とクルー7人-人に対し羽状と刷れがf犯されまLLJC

夕んからはへ　北力(孤-返還柴

求;T比触公､JJちまき'帆川根過f仲人公､晩酌ラり- ､化火人人1.か川附され'人帖に心まれたことJf仕って人牝の純潔かつめかけました｡

八卜川人か参山Jた晩酌ラリ

ーは入場桝で､急くあまりスナ/クの　肌から帖ける･h;.コール綾､′八分の悠-ちるh=と様々でしたD　結局卜八州の欽氏帆をー八分目卜川秒て回りた浜端和人さん　(‖枇牒)　か傑腿のJr人心に桝きまLiJ｡`位u卜は次のとおりで㌻｡▼.付　仙小　　幡さん

日　,rJJ:　･-iJ.I I

)

i付　ー;･1.gさん日付　篠川　仙　さん

日日､仙んは映り.松柏で外

柿.〓小の川僻か旭∴まれていまLLJか､卜･=71gさには人帳も回糾し氷-細引き人へJi､=～企い｢冬を食(るマノナ｣ ､氷塊巾=叩}IてタイT<L'(縮芥叔瓜さんはかい
tTCかヒタリ:.;)か.‖われました｡

佼朋仙ては､仙-公をはじめ

としてL帆か他山'おやdJ.うとんちとのメニューをそろえ､刈仏しきれ･LLiいほとの八でにきわ[ていました｡

晩酌ラリ～のスタート前

小学生も雪像つくりにいっしょうけんめい

6

によらないと捕動できt. ･6いU　と
‖心われていることか多いようで

すか､ボランティアL･=軸はHj的なものですから′机かついたところか.わ的めてみましょう.

I ■tLーlLl■し-J~t ､､rー■11‥~~､llLI Ll■■し､い､'tLl一､1-~L-ILL一､,. →Lh　■-Lh~■- ､~Lr･‥-｢

l uJ　て1日　は　　　こ　n′J　す　日　に　　　　　　　　　　　　定はじめると地域の八起の協力か‖･;れるようになりますC　縦けてt･=仙することか利ヘムのよい役訓を火たすことにiJリまう｡

- I.(っGポチ二ノ1.ア｡
何から手がければ

いL.1く

地城引合iでは'〃t:t:的な杏帖

老人や困りている人々のために配畑を小故あるときは他力を公T=川越に刈Lt諭し4日い対策地城の化<:棚を燃えるLJめのt･=刺

小さもことでも･.1J柁t･州別をし-例えは-･iJ小過樹地のカラス破り拾い了伏人ll rの協力bIになってサーヒス本｣

LmL一･一､--- .一一･一,I---～ →一一　→一.-LLl･h L--I-一･一一･→-し一･し一一一一､へ-Ll ･l･し､･一　一一一へtI



佐藤　　強さん
(標津PHJIT等協軌梢)

｢まちづくりに思う｣

匡"臣Jumjiiiiiiiiiii

地方の時代と.占われて久しい

が､全回各地で上村l‖E迎動に象徴されるような｢E=おこし｣｢町つ-り｣がさかんに進められている.

当町も｢町つ-り｣か=L-か

らさけばれ柾々のこころみがなされているo

私臼身も拙速は色々の域で両

つ-り｣という中に出合いへ　あらためて町づ-りとは何かを考えさせられる機会が多-なって
きLZ｡

娘近､ある維T仙で札幌=仏学校

のクラーク伸上の　｢凶に人が･なければ回がないに等しいDよき政策の中心は教TT～制度にあるo
人々の熟滅あふるる後程を糾

る小目年数軒から､科学､芸術､経済､峨力を初め帆の人が偉大LJと侶ずるあらゆるものが作まれて-る｣という=柴を引目して､北海退閲抑時における推菜振興などの投資と比較しての教内接資の有効性､むに椎柴の梢薮と鞭打のもつ長い牲命力を力説した記坤があったか､私もこれに同感せずにはいられなかっ

LJけ

叩八-の柳川には連日のように

かつて､その繁栄を淋歌したIJ朕､鉄･などの:Z某の=･=境とEEJ畔にその稚菜を門=小とした山や叫の1･=脳も粕じている｡それらを見ていると､その次情も珊解できるが反面松川祝せさるを門ない･=…も多-感ずる｡
Tii=某と無関係な町つ-りなど

ありえないし､MJつ-りのための企某誘致も地域雌柴の舷柵ハなども必柴てあるが､それ以上に教巾による八つ-りがL=つ-りの根源ではないかと思う｡

醗船のない日本が川非の荒波

の巾で就.付紙:i;しなからも､とり残されずにいるのも批祥lの水sE･といわれる教わによる八つ-りの糸Ji果てはないのか｡

欺)だには良い;榊と資金を賀

するか､投資するたけの価値は充分あると考えるo
めさす叫は'湖のかおり､線

のかおり､卜のかおりのする恵まれた自然と成文と文化と人の剛｢雌雄｣であってほしい.(次のあなたは､佐藤偵さんが遊んだ川北のLUm知日さんですo)

土谷(盈)さんちの敦美ちゃん(61 3 10生)
新川上町◎

敦夫ちゃんは､ノJまれた時3,9OOgで､今で

は約9kgもあります0

1ヵ月くらい1津孔でffてて､あとはミルク

で,今では′fJ乳とこ飯ですくすくと肖ってい

ます｡

敦夫ちゃんはとてもおとなしく､おにいち

やんの悠介くんといつも仲良く遊んでいます,

お母さんは､｢敦夫は女の√だからやさしい

(にffってほしい｣と絹していましたo



3月町長カレtJQ'- 1987

%(火)篤1回定例暇 �25㈱ 

11㈱ �26㈱ 

12㈱ �27㈱成人健康槻`'馴北淵 

13台. �28土 

14(i) �29(日)語合慧監品トボール大会 

15(日)雲曇琵琶…≡78三悪合棚前, �30(月) 

16(月) �31(A) 

17(A) 凉1㈱ 

18㈱詔忘譜欝険醐会 �2㈱生ウワ予防接種`1鴫30分棚民館) 

19㈱ �3㈱璽雪男蒜還(73器.裸津公民館, 

20㈱妊脚('0時朋棚室) �4(土) 

21仕) �5(日) 

22(日)莞孟盟蕊欝引き大会 �6(局)健康槻'10R.忠類生活館' 

23(月) �7(A)乳幼児脚駁`1朋津淵 

24(A)荒孟野人交流会 �8㈱乳幼児健康槻`10馴■北公民館' 

4月 �9㈱ 
⊂~~ ��

新川上町･川上町.栄町･練町弥栄町･印町

本町旭ヶ丘町･双葉町.桜木町.住吉町･東浜町

川北･伊茶仁･忠規･浜古多書一別･埼無臭･古多頼



(昭和62年4月から､このように改正になります)

交通違反の点数･反則金額一覧表

基礎諒~｢反則金品位~千円,

rg繁7大壷盲信諒ヒ約｢窟i

■冬___#iS____革._也_. 剴W���｢�R�� 鳴��� 

無免許運転 � ��l3 鳴�

り 

l3 

6 � 

過労運転等 �6 � 

無車検運行 �6 �9 

6 �9 

速度超過 鉄�ｶﾘ決�2�l2 冤3 

6 �9 

3 �8 �#R�相 姪R�l2 

2 �7 �#��l5 滅｢�lO 

l �7 姪R�2 湯�7 

lSk.n未満 白�途�lZ 湯�7 澱�

2 �7 �� �� 

2 �7 �� �� 

_垂彊=竺:量 �2 �7 姪"�9 途�6 2 �7 湯�7 澱�b�b�4 

2 �7 湯�7 �4 

～ �7 湯�7 �4. 

通行区分違反 �2 �7 滅｢�9 途�6 

2 �7 湯�7 澱�4 4 4 

2 �7 湯�7 澱�

2 �7 湯�7 澱�

-追越し違反 � ��7 滅｢�9 途�6 4 

7 湯�7 電｢�

措切不停止等 ト_冬草通路通行車妨害等 � ��7 氾"���ﾘb���ﾃ"�ﾃ"�9 途�6 

7 凵z2 7 湯�7 

7 剴b�4 

7 7 �9 9 途�r�b�6 6 4 4■ 

7 湯�7 

-警有引窓慧漂芸 � 途�r�r�湯�ﾃR�7 澱�
l2 度��� 

lJ I畠 牝��ﾃ"�早_し 9【 二一子二童 鞍 -J6十 
7 

7 僥Zi9 剳ﾒ�2�
制限超過 店ｨIj)i�� 都途�

I ��y:��Y'Y9��2712 l79-I 劔 

⊥尾鰭等 劔�7 

2. �7 姪#��

･汁 

_畢旦_轡和措軍冬草違反Ll7 劔�� 

通　行　許　可　条　件　違

通　　行　　帯　　連

絡線パス等使先通行帯達

軌　道　敷　内　達

道路外出右左折方′去達

道路外出右左折合図車妨

指定横断等禁止違反
手　間　距　離　不　保　持

進　路　変　更　禁　止　違　反

追い付かれ1=車両の義務違反

乗合自　動車発進妨害

割　　　込　　　み　　　等

交差点右左折方法違反

交差点右左折等合図車妨害

指　定　通　行　区　分　違　反

交　差　点　使　先　車　妨　害

緊　急　車　妨　害　等

交差点等進入禁止違反

無　　　　　燈　　　　　火

員　　外　　乗　　車

勿大き　さ制限超過

方　′去　制　限　超　過

ナ喜午可条件違反

座席ベルト装着義務違反

乗車用ヘルメット着用義務違反

自動二輪車乗車方′去違反

初,LI運転者標識表示義務違反

最　低　速　度　違　反

本線車道通行車妨害

本線車道緊急車妨害

木綿車道出入方法違反

故障車両表示義務違反
仮免許練習標識表示義務違反

保管場所′去違反(長時間捉車)

泥　　は　　ね　　運　　幸三

公安委員会遵守事項違反

運　行　記　重責　計　不　備

暫苦器偵用制限違反

免　許　証　不　携　帯 二□ l印
(,≡) ｢大型車｣とは､大型自動車､大型特殊自動車､トロリーハス及び路面電気｢普通車｣とは､普通自動車(

｢二輪車｣とは､自動二輪車､ ｢原付幸｣とは､小型特殊自動車及び原動機付自転車をいう｡

)

｢月日吊十廿日



らせ

1ulL　冬に7'JLりま｣と111根に村!

む.,た一㌧､氷,つ｢,んか-E#ナノて､

～　lj/､キJ nかけがをしたり､ケヒL Lた

りすることかしばしば起こってい

ます.

J川kc7り邑/【は､ 1日の'/Lil.["'.か次

:11にl1..,Jく7LCL-,てくる1】叫ころから

始まり､ 1′1rlJころかヒ-クとなっ

ています｡

竹さん))も､冬洲Il日の,】川丈を虹

くすたか)に､ 7､日二次のことにJLTjlA.

しまLiう.

oliミ雌のJr∴　水､ -)らちは､ ㌫LiL!L

が./11､にl H L､ q■Jに､ -:ioCか

ら+:3oCl;Tになったときは､満

ちやすい状態になっていますの

で､ lFlめに1､氷､つららをお

7)すようにし､おろすときは少

々JIEや遊んでいる/供に汁ノLa.し

て下さい.

､ー　　OIi!根からたくさんの′1.'がY'#ちた

ときは､ Lr1_ちに■Ji放かないかど

うかを確かめるとともに､歩行

石の通41の支肺にtcLらないよう

L自-ちに処一昭してドさいD

o斥呈根から満ちたJi(､水､つらら

や敷地l^)の一1,'を道路に.FIJ.します

と､妙行者や叫の通行の支l坤と

も()ますので,山きないように

して卜さいo

電話局だより(NQ60)

電話の移転手続きお早めに
3HLJ⊃Hl〕かLI,4H L印,7では､ 41'J転j

E.メ)7こいへ/U′lLLJみ古い話rj ｡】手続言､/JA

FlれまTT'l (hF71,1様0) 】 ｢ll木耳,lJT]するtJ

L｣そスJLLいlJEj合ノ)触り読〔丸,

N T T根茎標津電報℡転局へどうぞ

世帯更生貸金
貸付制度の

利用を
ILLfrjjB判公Ll.,,1日l方も1,托公では､

lllと迫の帥此令により低JIJT子l.Hll

･E;;及びLJ体ド･､一･′lE. 71 11川1の紺消=rl'.I

ll ;Lと､ /I tIT..･LJ,欲の助J㌧促進を

rAることをIlrl'.)に｢LrlJ:ilむ′Eや

･叙1号イ｣ -jl.A淡｣を')､施Lておりま

すo

(1)171.J刈触FH JH三

伯リij■J'1日iH及び｣ノ日本I3･,L.■r i1-日l ′日

(2)仙JH jJ LpJ､

･ ･J.u'.iCf)l利k'i､純紙､比FJlt

･束]/kの仙'^

･ ｣′仇のjiL､r

･名人やl称.- i;のU I.･;(./J 7.r.JHil

のttITJ人ナlJt

(ニi)令　　利　11 3%

(4)据;FY.'則I'ITJ1

6ヵHからlli.,...Jlイr-6ヵHまで

(5)返折則HU

lヵHから11走り:7;10年まで

(6)返iij= JJ u､

ノし利均へ与一心､のj川武返済

(7)そ　の　他

.迎･;日付こHll人が1 Y,必紫

(8咋u.淡窓I l

お近くC7)比FFA杏とlか､ PlHIit域

内社会祖'.利協.流会-

殉職船員遇児
援護金制度の

お知らせ
I rll.hFJ節桁

9(1Jlrl柵iil(′)追リ上で､ . 'llf;'';''校を

)血iiT.のjL川[1.1によりT一光するまで

の石で､ /hnT.にIl_､Ⅰ粥していると

L,.まめJ,れる茄を対敏とする0

2拭.,/ii食の女i'r;那l

H紬(I TIIJ (1人あたり)

また､托Hlir令.､之的L卜のJLiリLlか小

)､i-校に入･;′,した域Iナ3ノJllj､申

I;′俄･.I. ,ノ､(.1･',:･伯に人･;した場か

1 )Jlllの‖Li念.'rL1.をItML.r Lますo

3.lll lJ

(1)接雌企支給胤l

(2)(恭T､1.Tt Wl

ア. J~1掛.nT苧本

ィ. 〈l二7lT.状況紬71,-⊥l‡

(/I U.L木はTfJ蛭をIi体rl'.)に)

ウ. /E､◆'jI-'Illr)] i

エ. J触l維紬-ILL, LlrlJ'し

(地方迎輸IH.J又は搬出jLJ..I)

等の証nJ7印のあるものD)

オ.船Ll仰二晩牛命日LE.Fr'J'し

4,その他.lYしいことは

火京都T-代Lulヌ飽Plj l1 - 5

L海!Jrセンターヒル2隅

(財)日本殉職船fll描i杉会
'.uJ占(03)23LI 06('2番

H榊u61 11分のl･rr村税の申告と納

税はt)うお折みでしょうか｡

申告も納税も期限は3JJ16Flで

すo　必ず則l眼lノ小二済ませましょうo

確定申JtLuをし7LJ.ければならない

のに､期限までに巾iE,をしなかっ

たr)､誤ったLL]'21をしたりします

と､後でィ､足の税食を納めるだけ

で7LcLく､ィ､足税縦iの10%又は5%

(ィ､｣f二な行鵜かあったよう7LJ.場合

には35%又は:il)%)の別命の加算

税が課され､良三に延滞税も納めな

ければならないことになります｡

また､所得税の納税の方lLll二に､

振替納税の制舷がありますo　この

制度を利川しますと､銀行などの

ffl金目座から振替によって納税す

ることかできますから､納税のた

めの寸数が少なくて済み,ついう

っかり納期限を忘れ滞納してしま

うこともなくなり大変便利です｡

10



特何物柵スライ

年金額比較表

E齢甚聴くl金
印('.l.T一扶礎1I金

追放ji･礎勺食

l書.1い

Z級)

∫ 1人)

〔老齢福祉年金〕
収入　GOO~ノJ｢rH{il:

収入()()o)JIりH J

;¥笹些__L　2軍≠017号｣__　2号?･'2207 ｣

)扶並灘摘f指の収入が(;人Ll川rで6001jrT]以1_87(I)Jrl1人1純である場で千は

､うfuOOLlJ (日酎13,2OOH)を女給ilJ'lf L､ 2榊,OOOIIJ川添!lZ′1 ,()()()llj)を女給

する｡

I 2 ) 1人凍施梢即(.tの収入か('人目Hiipで('()0JJHIH H7EりJH心l端である糊付土

m (0りlり川#EL:i,:i()()Iり)を支榊/,. Jl L､ 2H(),2()(=り川桁Z∠1,LOOtLJ)を女給

する｡

これまでのIl'uJ立では､サラリ　ムがJJ　附`tr.に7Liつたとさは､

-マンの21かIf､r比11金に加入し

ていないと､ノ)　抑),I.となった

り､棚郷した瑚lL J'半金が女給

されませんでしたo

また､加l人しているfL川!と､

してい7LJ.いLllJr諒とでは､ LILi;I-と

しての暴行付水叩Lに朽しい桁才か
′†:じました｡

改Jl後はサラリーマンの:Ltを

作むすへての:mI:人が川比年令に

加入することになり､ hjl人の勺

食柵が肺､J/されることに7:iリま

したo

これにより､サラリーマンの

11

lI:･｣LLAt'礎iL令か支q'余され､また

)j　伽輔ということに7:iつても､

名後にはn分の老齢JX-礎1卜金が支

給されますo

Lたかって､ iLy.益の基礎'Ll一余

か二支給されることによって､大如

f叫iiとllUJ･ rr川Ltとの糸rT付71く叩ゝの分

化か､ ′t二hT.'j､態をJx映した形で､

過JlにてJ7まわれることになりますo

おt

統一一･一地方選挙の

投票日

迷挙は拭い1枚泊の)lt;盤であり､

特に今操守｣われます統一一地方選挙

は､地ノ)自治の*TIJ瀬を11Jtめる･下兇　一一一･

も遊学ですo

私達･人　▲人が強いtj･1,ti.をもっ

て明るい遊学を'A現LまLよう｡

選挙のHr粕

道　知　事

小　ノバ　Fl

3月23日

遺艶会議長: 4月3日

町議会議員■　4月21日

くわしくは､概ミilFrりT遇や･相即委

Li公へ　　　缶2　21.1与1･I人1線1OO

入学･就職シーズンの

郵便ご利用を

レ9､ソウスLa､ }lTさmaj

祝い肌.I,守やT/ラスト+一､十
~つ(i/)､ -Zの詰まノスt' )イ

rr炭イてるのて､入試((JI汽＼､)′[リl､

暇なとju〕(ゴ｣祝い(J) -)､､リ~し~7　/

LしてL-_利jflい7｣/L二Hこいj ｡

しノノ川｣､ FITT桝用(])焦羊でノケ11(Lノ)

プー()_)tL可筒でETjjtHrけしま可Uj

で､大雪､京[(川Lる{:LJ- 〔L ,liJIL,㌔.

EL弓｡

芯jl剛健1 i輔JjJtか

1校CTjLさ　500川

ン'イ女(I)(⊥~ホ　FうU U｢tl



書付あtOがとう
eざtL)ます

>川畑Ifr-さんは香典返しをやめ

てヰ土合福祉協言義金へ

>下Lljフサさんは香典返しをやめ

て社会福祉協議会-

>聖′左横控jk:所は清軌資金として

社会福祉協議会へ

>本郷句甚大さんは杏典返しをやめ

て利金福利協議′会-

>Lll村｣f:範さんは追弔の出生を.氾

念して都会加1.祁協議会へ

>/汁)(.FLl､さんは杏,Mと返しをやめ

てjl会細利一1瓜満会へ

-　>奥瀬i;さんは全快祝をやめて利二

会Ll;. nl rlJ,減会へ

>.1,IlhPi　さんは香典返しをやオ)

て41会柄1日他流一会-

お誕生おめでとう

おくやみ申し上げます

(lH16日から2日1Srほでの届爪分)

人口のうごき
62年2月1 E]現在

( )内は前日比

世帯数　2,234世帯(十5)

人　口　7,266人(十2)

男　　3,610人(-1)

女　　3,656人(+3)

棟,*営林辛　大井　弘i葺

≠森林浴やつてなんだ.〟

各棟の文献から森林浴について拾って紹介しましょうo小森林

浴心　と諾う臼3-=粟はLli近現代用語として広く;{忍知され､市民権を

子fTfていますo

この云-i,薫の捉唱名は元林野庁長打の秋Lhftであるとされてい

ます｡

さて､三位にでも経験のある車と.E-LiTtいますが､新緑､ '深毒味の季

節に森や林､木陰に足を踏み入れると､非常にすがすがしい気

分になr)ます｡大袈裟に1=.えは命か枕描きれたような範柿にな

ります｡精神のリブレソシュとでも言うのでしょうか｡

何故そう,一.う気分になるのか､一･般的には次のような椎出た

ろうと分析されていますo '^つ空/3<AtがiI和書であること､相かな

散乱光が心地好いことD　さらには中畑な色彩感あふれる樹組の

灘の包有うりがullは草をjLrませます｡小心の噛りや山GJ)JH､枝灘

の触れあうrl､過度7:iL.hi'試､ 3<し毅の穏やかさ､ IllfrlJ-X感で々かPli

lLEtして化けられますo

これらは人体のl目盛に,Jfえるメンタルな分野ですか､ Llと址科

;,''rl'.)､ 【'qliIJrl'Jに仰nJJされつつある分野かあります.それは相木

か樹木nLJを､外.･祁の徴/榊勿､鮒l岩1などか(,I.-]'るために.ある

柾のJl舟l_'L殺臓物空Flを放.日(.していることが則りましたU　その7,

をフイトンナノトと‥し､ますo　森の11r-入ると独和の杏りかす

るのはこの物iFlの/t=)ですo　このフィトンチッドは揮発性炭化水

式であるテルペン系物'i与とされ､その他にアルカロイト､ 7ラ

ボノイトや硫耗化令物が含まれています｡

他作として知られるテルペン系物質は引柴樹から得られる和

利lrLEり二的r)0輔LIJJ二のテルペン焚Eiが含まれ､その効能は､殺【鞠､

金id:l咳､峻別､ mL'1㌧　利尿,解熱､健胃､血管収縮､健脳などの

.ミ馴1一周があることで知られています｡森のJllに存i]二するこれら

の物Tiを人間の肌を通して探り入れた時1lrすらかの効用があるこ

とは当然でしょう｡
"森林桁"とは森の精

気とも言うべき7イト

ンチットを吸収するこ

となのです.古来､聖

賢達が森の中を散策し

たのは無意識とはいえ

森林浴を取り入れ､感

性のリフレッシュを怠

らなかった故に現代に
とピ

その名を留めたのかも

矢‖れません｡

広報しペつ2月号に掲載しました寄付のコーナーで

〔お詫び〕　川畑正一さんの社会福祉協言張合への寄付の掲載もれが
ありましたのでお岩宅び申ししけます.
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